
●雪対策事業の広報・啓発活動「札幌ゆきだるマンプロジェクト」について

札幌市では、雪対策事業の現状や市民に守ってほしい冬の生活ルールなどについて広く

知ってもらおうと「札幌ゆきだるマンプロジェクト」をスタートします。これは市民参加

型のプロジェクトで、耳の付いたユニークな形の雪だるま「ゆきだるマン」を作ることで

自宅の敷地内にある雪を処理してもらい、道路への雪出しを防ぐとともに、この「ゆきだ

るマン」を啓発キャラクターとして、「路上駐車」と「道路への雪出し」の防止を呼び掛け

る取り組みを展開しようというものです。

「札幌市の雪問題に耳を傾けてください」という願いが込められた「ゆきだるマン」が

街じゅうにあふれ、冬の市民生活マナーの向上をもたらす新たな冬の文化として定着する

ことを期待しています。

１ 目的

札幌市の雪対策について市民と行政がともに考え、ともに取り組む「協働」について

理解の輪を広げ、具体的行動へとつなげる。

２ 概要

雪対策事業で特に課題となっている「路上駐車」と

「道路への雪出し」の 2つをターゲットとして、「2つ

の耳に、2つの願い。なくそう路駐、へらそう排雪」

をキャッチフレーズに、2つの耳が付いた雪だるまを

モチーフとしたキャラクター「ゆきだるマン」を活用

したさまざまな取り組みを展開する。

３ 主な取り組み

(1) 札幌市の雪対策事業についてのアニメーション番組の放送

タイトル：雪の都札幌物語「パパは雪だるま」

放送日時：平成 22年 1月 14 日から 3月 18 日までの期間中、毎週木曜日

午後 7時 50 分から午後 7時 55 分まで（全 10回）

企画・制作：北海道放送（HBC）

概 要：雪だるまのパパを中心に、札幌に暮らす一家

4 人が、札幌市の雪対策事業や冬の市民生活

ルールについて、市民目線からの疑問を投げ

掛ける。それに対して、近所に住む情報通の

おじいさんが、平易な言葉で分かりやすく解

説する。親しみやすいキャラクター設定と物

語の展開で、市民への浸透を図る。



(2) 第 61 回さっぽろ雪まつり「つどーむ会場」におけるプロジェクトの PR

市民や企業が作った「ゆきだるマン」の写真展や、「ゆきだるマン」の着ぐるみとの

撮影会などを実施する。

(3) 地域と連携した啓発活動の実施

「ゆきだるマン」をデザインしたジャンパーやのぼりなどの啓発グッズを作製し、地

域と連携して路上駐車や雪出し防止のパトロール等を行う。

問い合わせ先

建設局管理部雪対策室計画課 田中・染矢

電話：211-2682


